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親
鸞
の

い

う
「

自
力
」

と

は

　
　
は

じ
め

に

　
親
鸞
が

明
か

す
「

他

力
本
願
」

と
い

う
言
葉

。

一

般
的

に

は

［
”

他

者
（

他
人
・

神

観
念

等）

の

力
”

を

あ
て

に

し
、

そ
れ

を

頼

り
と

し

て

”

自
ら
の

願
望
”

を

満
足
さ

せ

る

こ

と
］

等
と
の

意
味
で

よ

く
用
い

ら

れ

て

い

る

よ

う
で

あ
る

。

例
え
ば

、

新
聞
紙
上

等
で

は

「

他
力
本
願
か

ら

抜
け

だ
そ
う
」

「

合
格
祈

願
は

、

そ

も
そ

も
が

他
力
本
願
の

行
動
」

「

他

力

本
願
で

金

持
ち
に

な
る

人
」

な

ど

の

言
葉
が

躍
る

。

「

祈
願
・

神
だ

の

み
・

他

者
の

力
（

お

金
）

を
あ
て

に

す
る

、

頼
り
に

す
る
」

“

［

他

力
本
願
］

と

の

了
解
が
一

般
的

な

よ

う
で

あ
る

。

も
し

文
字
面
だ

け
で

「

自
力
」

を

［

自
分
の

力
（

行
為、

身
口

意
の

三

業）
・

主

体
的
努
力
］

と

単
純
に

了
解
し

て

し

ま
う
の

な

ら

ば
、

自
ず
と

「

他
力
」

は

［

他

者
の

力
］

と

理

解
さ

れ
る

で

あ
ろ

う
。

つ

ま

り
［

他
者
］

な

る

［

阿

弥

陀
様

あ
る
い

は

神
様
・

神
観
念
等
］

の

［

善
根
功
徳

・

御
利
益
パ

ワ

ー
］

に

頼
り
す
が

る

こ

と

が

［

他
力
本
願
］

で

あ
る

と
。

け
れ

ど
も

、

親
鸞
の

「

他

力
・

本
願
」

と
は

、

そ
の

よ

う
な

［

他

者
の

力
］

に

よ
っ

て

［

自

　
　
　

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
六

十
三

巻
第
二

号
　
平
成
二

十
七

年
三

月

渡

邊

了

生

ら

の

願
い

や

目

的
・

欲
望
］

を
か

な
え
る

こ

と

を
い

う
の

で

あ
ろ

う

か
？

　
も
し

、

そ

う
で

あ
る

な
ら
ば

「

他

力
」

の

教
え
と

は
、

さ
ら

に

は

［

自
分
の

力
（
行
為

、

三

業
）
・

主
体
的

努
力

、

そ

れ

に

連
な

る

社

会

性
・

社
会
的
行
為
性
］

の

否
定
を
い

う
の

で

あ
ろ

う
か

P
　

現
代
社
会

一

般
だ

け
で

な

く
「

浄
土

真
宗
」

内
で

も
、

例
え
ば

「

信
心
と

は

機
の

無
作
す
な
わ

ち
、

自
分
で

は

何
も
や

ら

な
い

こ

と
で

、

ま
っ

た

く
名
号

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
1）

の

ひ

と

り
ば

た

ら

き
で

救
わ

れ

る

も
の

で

あ
る
こ

と
」

と

の

理
解
も

あ

る
。

　
い

ま
い

う
問
題
は

「

他
力
」

と
い

う
よ

り
も

、

む

し

ろ

親
鸞
の

い

う

「

自
力
」

概
念
へ

の

誤

解
に
基
づ

い

て
い

る

の

で

は

な
い

だ

ろ

う
か

。

そ
こ

で
、

本

稿
で

は
、

「

自
力
」

を

「

他
力
」

と
の

「

相
互

否

定
・

対

立
関

係
」

と

し
て

見
な
し
て

い

く
親
鸞
独

自
の

「

自
力
」

観
を

探
っ

て

み

た
い

。

こ

れ
に

よ
っ

て
、

そ
の

相
互

否
定
関
係
に

あ
る

「

他
力
」

の

意
趣
も
ま
た

、

お

の

ず
と

明
ら
か
な

も

の

と

な

ろ

う
。

す
な
わ

ち
、

親

鸞

浄
土

教
に

お

け
る

特

徴
あ

る

「

自
力
」

概
念
（
11

「

信
罪
福
心
」

）

の

考
察
を
も
っ

て
、

あ
ら

た

め

て

社
会
一

般
（

お
よ

び

真
宗
教
団
内
∀

に

お
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親
鸞
の

い

う
「

自
力
」

と

は

（

渡
　
邊）

い

て

「

他
力
本
願
」

11

「

［

他

者
の

力
］

に

よ
っ

て

［

自
ら

の

願
い

や

目

的
・

欲
望
］

を
か

な

え

る

こ

と
」

ー−

「

［

自

分
の

力
（

行
為
）

・

主

体

的
努
力
］

の

否
定
」

と

理
解
さ
れ

や

す
い

、

そ

の

「

誤
解
」

を

紐
解
く

端
緒
と

し
て

み

た

い
。

一

　

親
鸞
の

い

う
「

自

力
」

概
念
の

基

底
11

「

信

罪
福
心
」

　

親
鸞
は

「

自
力
」

概
念
を
次
の

よ

う
に

明
確
に

定
義
し

て

い

る
。

　
定
散
の

専
心
と

は
、

罪
福
を
信
ず
る

心
を

も
つ

て

本
願

力
を
願
求
す、

こ

れ

　
を

自
力
の

専
心
と

名
つ

く
る

な

り。

　
　
　
　
　
　〔
『

顕

浄
土

真
実
教
行
証

文
類
』

「

化

巻
」

真
門

釈
、

三
九

九

亜

親
鸞
は

、

こ

の

自
釈

を

魏
訳

『

大

無
量
寿
経
』

の

文
言
（

「

こ

の

諸
智
に

お
い

て

疑
惑
し
て

信
ぜ

ず
、

し

か

る
に

な
ほ

罪

福
を

信
じ
て
、

善
本
を

修
習
し

て
、

そ
の

国

に
生
ぜ

ん

と

願

ぜ

ん
。

こ

の

も
ろ

も
ろ

の

衆
生、

か
の

宮
殿
に

生

ず
」）

に

基
づ

き

示
す
と

共
に
、

そ
の

『

大
経
』

の

文
言
を

『

教

行
証

文
類
』

「

化
巻
」

要
門

釈
　
　
自
力
諸

行
　
　
（
三

七
八

頁）

と

真
門
釈

　
　

自

力
念

仏

　

　
（
四

〇

〇

頁）

と

の

両

方
に

引

文
す
る

。

つ

ま

り

親
鸞
は

、

「

自
力
」

概
念
を

、

自
身
の

「

信
罪

福
心
」

（

「

罪

福
」

を
信
ず

る

心
）

、

す
な
わ

ち
［

「

善
因
善

果
、

悪

因
悪
果
」

と
い

う
業
報
（
輪
廻
）

思
想
と

そ

の

「

果
報
」

へ

の

執
心
］

［

実
体
論

的
・

運

命
論
的
な
因

果

説
に

執
し

た

業

報
思

想
の

束
縛
］

で

あ

る

と
規

定
す
る

。

こ

の

よ

う
な

親
鸞
の

「

自
力
」

理

解
は

、

『

正

像
末
和
讃
』

「

誠

疑
讃
」

に

も

語

ら
れ

る
。

「

誠

疑
讃
」

で

は

「

自

力
」

の

事
態
に

準
拠
し

て

語
ら

れ

る

と
こ

ろ
の

「

不
了
仏
智
の

し

る

し
・

仏
智
不
思
議
の

疑
惑
・

善
本
修
習
・

疑

心
の

善
人
・

方
便

化
身
土

に

と

ま

る
・

辺
地

往
生
・

胎
生
・

疑
城
胎

宮
」

と

の

概
念
す
べ

て

を
、

「

信
罪

福
心
」

の

内
に

捉
え
明

示

し

て

い

る
。

　

不

了
仏
智
の

し

る

し
に

は

　
如
来
の

諸
智
を

疑
惑
し
て

　
罪
福

信
じ

善
本
を

　
た

の

め
ぱ

辺
地

（
方
便
化
身
土
け

報
身
土

中
の

化
〉

に

と

ま
る

な
り

　

罪
福
ふ

か

く
信
じ
つ

つ

　
善
本
修
習

す
る

ひ

と
は

　
疑
心
の

善
人

な
る

ゆ
ゑ

　

に

　
方
便
化
土

に

と

ま
る
な

り

　

如
来
の

諸
智
を

疑
惑
し
て

　
信
ぜ

ず
な
が

ら

な
ほ

も
ま
た

　

罰
信

　

ぜ
し

め

　
善
本
修

習
す
ぐ
れ

た

り

　

仏

智
の

不
思

議
を

疑
惑
し
て

　
罪
福

信
じ
善
本
を

　
修
し

て

浄
土

を
ね
が
ふ

　

を
ば

　
胎
生

（
方
便

化
身
土
へ

の

往

生
）

と
い

ふ

と
と

き
た

ま
ふ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
（
以

上
、

六
一

〇
〜

六

＝
二

頁
）

等
と

示
し

、

「

自
力
」

と
い

う
自
身
の

「

信
罪

福
心
」

を

基

底
と

す
る

「

善
本
・

徳
本

修
習
」

の

内
に

あ
ら

わ
と

な
る

「

う
た

が

ふ

つ

み
・

と

が
」

（
六

＝
二

頁
）

を

こ

こ

に

語
っ

て

い

く
。

　

右
の

ご

と

く
親
鸞
は

、

「

自
力
」

概
念
の

基

底
を

自
身
の

「

信
罪
福

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　（
3

）

心
」

（

罪

福
を

信
ず
る

心）

で

あ
る

と

明
示

す
る

の

で

あ
る

が
、

か

か

る

理

解
は

、

真
宗
七
高
僧
お

よ

び

法
然

門
下

の

著
述

中
に

も
見

う
け
ら

れ

な
い

、

親
鸞
思
想
に

お

け
る

特
徴
あ
る

「

自

力
」

の

再

解
釈
・

再

定
義

で

あ
る

と
も
い

え
よ

う
。
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「

自
力
（

諸

善
根
）

を

た
の

む
」

1
「

信
罪

福
心
」

　
　

と
い

う
「

異
学
・

別
解
」

の

否
定

　
「

信
罪
福
心
」

を
「

自
力
」

の

基

底
に

据
え
る

親
鸞
の

特
色

あ
る

「

自

力
」

観
は

、

＝

念
多
念

証
文
』

（

六

八

八

頁
）

の

＝

念
・

多
念
」

と

い

う
念
仏

観
に

言
及
す
る

文
言
の

中
に

も
端
的
に

あ
ら
わ

れ

る
。

親
鸞

は
、

こ

こ

に

「

信
罪
福
心
」

に

執
し

な
が

ら

「

わ

が

身
を
た
の

み
、

わ

が
こ

こ

ろ

を

た

の

む
、

わ

が
力
を

は

げ
み

、

わ

が

さ

ま

ざ
ま
の

善

根
を

た

の

む
」

こ

と

を

総
じ

て

「

自
力
」

と

規
定
す
る

。

し
た

が
っ

て

「

善

因
善
果
・

悪

因
悪
果
」

と
い

う
「

実
体
的
因
果
説
・

行
為
論
・

業

報
論
」

に

基
づ

く
「

別
解
の

ひ

と
」

の

「

念
仏
・

助
業
」

（

自
力
念
仏
往
生
・

諸

行
往
生
）

と

同
様
に

、

「

異
学
（
聖

道
・

外
道
）

の

ひ

と
」

の

「

余

行
・

余
仏
を

修
し

念
ず
る
こ

と
、

吉
日

良
辰
を
え
ら

び
、

占
相
祭
祀
を

こ

の

む
」

こ

と
（

11

祈
願
・

神
だ
の

み
・

お

祓
い
）

も
、

と
も

に

「

自
力

を
た

の

む

も
の
」

　

　

「

信
罪
福
心
」

を
た

の

む

も

の

ー
で

あ
る

と

語
る

の

で

あ
る

。

す
な

わ

ち
、

自
身
に

よ

る

「

業
報
思

想
の

束
縛
」

に

埋
没

し
「

自
身
が

．

福
”

な
る

業
因
を
行
え
ば

必
ず
都
合
の

良
い

”

福
（
徳
）

”

の

果

報
（

御
利
益
）

が
、

ま
た

”

罪
”

な
る

業
因
を

行
え

ば

必

ず
都
合

の

悪
い

”

罪
（

悪
）
”

の

果
報
（
バ

チ
）

が

導
か

れ
る
」

と

執
心
す
る

運

命
論

、

こ

れ

に

と

ら

わ
れ

る

自
身
の

”

執
心
”

を
「

信
罪
福
心
」

と

呼

び
、

こ

れ
こ

そ
が
「

自
力
」

で

あ
る

と

親
鸞
は

明
か

す
。

つ

ま

り、

社

会
一

般
に

［

他
力
］

と
し

て

理
解
さ

れ
て

い

る

よ

う
な

［

神
だ
の

み

や

親
鸞
の

い

う
「

自
力
」

と
は

（
渡
　
邊
）

迷
信
・

祈
願

に

よ

り
御
利
益
を

求
め

る

こ

と
］

、

そ

れ

自

体
を
も
「

自

力
」

と

見
定
め

る

の

で

あ
る

。

ゆ

え

に

親
鸞
は

、

こ

こ

に

問
わ

れ
る

＝

念

多
念
の

あ
ら
そ

ひ
」

に
つ

い

て

も
、

そ

れ

は

「

信

罪
福
心
」

を

根

拠
と

す
る

念
仏
の

功
（

業
因）

の

多
少
と

そ

の

果

報
（

業
果）

に

執

す
る

論
争
で

あ

る

と

し

て
、

「

自
力
」

（
信
罪
福
心
）

に

基
づ

く
範

疇
の

＝

念
・

多
念
の

あ
ら

そ

ひ
」

そ

れ

自
体
を

否
定
し
て

い

く
（
六
九
四
頁）

。

　
ま

た
、

親
鸞
は

、

こ

の

よ

う
な
「

自
力
」

の

執
心
に

よ

る

念
仏
往
生

（

「

別
解
」）

に
つ

い

て
、

こ

れ

を
「

信
罪
福
心
」

と
い

う
「

実
体
的
業
報

思

想
」

に

執
し
「

本
願
（
如
来
）

の

嘉
号
を
も
つ

て

お
の

れ

が

善
根
」

（

「

化

巻
」

四
一

二

頁
）

と

し
て

念

仏
の

善
本
を

修

習
し
「

み
つ

か

ら

浄
土

に

回
向
」

（
『一
二

経
往
生

文
類
』

六一
二

五

頁）

し

て

い

く
こ

と
、

す
な
わ

ち
「

植

諸
徳
本
・

真
門
」

（

な

ら

び

に

「

修
諸

功

徳
・

要

門
」

六

三
一

頁）

に

よ

る

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
（
4）

往
生

を

「

自
力
」

で

あ
る

と

定
め

、

厳
し
く
遮
す
る

。

そ
し
て

、

い

ま

い

う
「

化
巻
」

箇
所
に

お
い

て

は
、

か

か
る
「

信
罪
福
心
」

に

執
し

「

本

願
（
如

来）

の

嘉
号
を

も
つ

て

お
の

れ

が

善
根
と

す
る
」

が

ゆ

え
に
「

信

を
生
ず
る

こ

と

あ
た
は

ず
、

仏
智
を

了
ら
ず

。

か
の

因
を

建
立
せ

る

こ

と

を

了
知
す
る
こ

と

あ
た
は

ざ
る
」

と

説
示
さ
れ

る
。

つ

ま

り
親
鸞
は

、

「

信
を
生

ず
」

冂

「

信

知
」

と

い

わ

れ

る

如
来
回

向
に

よ

る

「

仏
智
の

了

知
」

こ

そ

が
、

同
時
に

「

信
罪
福
心
」

（
業
報
思

想
へ

の

束
縛
）

に

執

す
る

「

自

力
」

の

「

否

定
・

超

克
（

横
超
）
」

に

他
な
ら

な
い

こ

と

を

顕

示

す
る
の

で

あ

る
。

す
な
わ

ち
「

本
願

の

嘉
号
を

も
つ

て

お
の

れ

が

善
根
と

す
る
」

（
11

「

罪
福
を

信
ず
る

心
を

も
つ

て

本
願
力
を

願

求
す
」）

と
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親

鸞
の

い

う
「

自
力
」

と

は
（
渡
　
邊）

の

自

身
の

執
心
に

よ

っ

て
、

先
引
の

「

誠

疑
讃
」

に

も
示
さ

れ

て

い

た

「

不
了
仏

智
」

（

11

自
力
）

の

事
態
が

想
起
さ
れ

る

こ

と

を

語
る

。

自

身

の

「

信
罪
福
心
」

　
　

「

将
来
に

功
利

主
義
的
な

見
返

り
を

期
待
す

る

行

為
論
へ

の

執
心
」

「

実
体
論

的
・

運

命
論
的
な

因
果
説
に

基

い

た

業

報
思
想
へ

の

束
縛
」

　
　

な

る
「

自
力
」

に

よ

り
引
き

起
こ

さ

れ

る
「

不

了
仏

智
」

と

い

う
事

象
は

、

そ
の

自

力
の

執
心

ゆ

え
に
、

必
然

的
に

　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（
5）

「

業
報
（

輪
廻）

思

想
の

束
縛
」

を
超
克
さ

せ

よ

う
と

す
る

「

如
来
す

る

諸
智
・

仏
願
（

の

生
起
本
末）
」

　
　

他
力
の

道
理
・

用

　
　
へ

の

疑
惑

（
仏

智
疑
惑
）

を
生
起

さ

せ

る

こ

と

と

な

る

の

で

あ
る

。

い

う
な
ら

ば
、

か

か

る

「

信
罪
福
心
」

と

語
ら

れ

る

凡

夫
の

「

自
力
」

の

執
心
に

基
づ

く
「

業
報
論
・

運

命
論
」

へ

の

束
縛
と

固

執
が

崩
壊

、

否
定
さ
れ

る

こ

と
に

よ

り
、

初
め

て

「

悪
人
正
機
・

悪

人
の

往
生

成
仏
」

（

堕
地

獄
の

超

克
）

の

仏
道
が

現
成

す
る
こ

と

と

な

る

の

で

あ

り
、

か

か

る

「

自

力
」

否
定
へ

の

「

信
知
」

の

プ
ロ

セ

ス

こ

そ
が

「

他
力
」

の

用
・

道
理

と

な

ろ

う
こ

と

が
わ

か

る
。

親
鸞
浄
土

教
に

お

け
る

「

自
力
」

と

互

否

定
的
対
立

関

係

「

他
力
」

の

相

　

自
身
の

「

信
罪
福
心
」

を
「

自
力
」

概
念
の

基

底
に

据
え

る

親
鸞
独

自
の

理

解
は

、

「

自
力
・

他
力
」

に
つ

い

て
、

新
た

な
「

相
互

否
定
的

対
立

関
係
」

を

導
く
こ

と

と

な

る
。

親
鸞
は

、

　
横
超
と

は
、

本

願
を

憶
念
し

て

自
力
の

心

を
離
る

、

こ

れ
を

横
超

他

力
と

名

四

　
つ

く
る

な
り
。

（
中
略）

こ

れ

す

な
は

ち
真
宗
な
り

。

（

「

化
巻
」

三

九
五

頁
）

等
（

『

唯
信
鈔

文
意
』

六

九
九

頁）

と

示
し

、

「

自
力
」

の

執
心
を
「

離
れ

、

捨
て

て
」

い

く
こ

と
、

そ

れ

自

体
が

「

他

力
」

で

あ

り
、

こ

の

事
態
を

「

如
来

大
願
の

他
力
に

帰
す
る
」

（
『

愚
禿
鈔
』

五

三

九
頁）

と

語
る

の

で

あ
る

。

　

親
鸞
は

、

自
身
の

「

信
罪
福
心
」

　
　

実
体
的
な

業
報
思

想
・

因
果

論

　

　
に

執
心

し
、

阿

弥
陀

仏
お

よ

び

神

観
念
と

そ

の

〈

他

者
〉

の

「

力
」

（

加
被
力
お
よ

び
マ

ナ
）

を
「

実
に

有

り
」

と

固

執
・

決

定
し

て
、

こ

れ

ら

を

自
ら
の

「

善
因

善
果
」

の

た

め

の

「

善
業
・

善
根
・

善
本
・

徳

本
」

と
し

て

積
み

重
ね
る

こ

と
、

ま
た

同
様
に

「

罪
業
」

を

滅
し

て

「

罪

果
」

を
避

け
、

「

善
果
・

楽
果
」

な

る

「

業
果
・

果
報
」

の

「

福
」

を

導
こ

う
と

す
る

言
動
・

行
為
こ

そ

が

「

自
力
」

で

あ
る

と

主

張
す
る

の

で

る
。

つ

ま
り

、

親
鸞
は

、

こ

れ

ま
で

の

浄
土
教
の

伝
統
的
理

解
と

い

え
よ

う
業
報
思

想
の

範
躊
内
に

お

け
る

相
互
補
完
的
な
協
調
関
係
性

く

自

力
＋

他
力
V

と
い

う
理

解
と

は

異

な
る

、

独
自
の

「

自
力

・

他
力
」

観
の

視
座
か

ら
、

あ
ら

た

め

て
、

こ

れ

ら

両
者
の

概
念
を

、

相
互

否
定

的
な

“

「

他
力
」

と
「

自
力
」

（
自
身
の

「

信
罪
福
心
」

「

実
体
的
な
業
報
思
想
・

因
果
論
へ

の

執
心
」

）
”

と
い

う
対
立，
関

係
と

し

て

再
定

義
し

て

い

く
。

す
な

わ

ち
、

親
鸞
に

お
い

て

は
、

「

善
因
善

果
、

悪
因
悪

果
」

と

い

う

業
報
（

輪
廻
）

思

想
の

束

縛
”

「

信
罪

福
心
」

の

内
に

〈

自
力
〉

と

し

て

の

自
身
の

「

善
業
・

善
本
」

等
の

修
習
を

積
み

、

さ
ら

に

〈

他
者
の

加
被
力
〉

を

も
っ

て

「

お

の

れ

が

善

根
」

と

し
、

さ
ら

な
る

自
身
の

修
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習
を
重
ね
て

い

く
と
い

う
よ

う
な
〈

自
力
＋

他
力
〉

の

相
互

補
完
的

な

協
調
関
係
を

い

う
の

で

は

な
い

。

親
鸞
は

、

い

ま
い

う
業
報
思
想
の

範

躊
内
に

お

け
る

相
互

補
完
的
な
協
調
関
係
性
〈

自
力
＋

他
力
〉

と

い

う

理
解
そ

の

も
の

が
、

も
は

や

「

信
罪
福
心
」

な

る

「

自
力
」

（
竪
超
・

竪

出
・

横
出
お

よ
び

外
道
）

で

あ
る

と
語

り
、

そ
の

「

自
力
」

の

「

完
全

否

定
」

（

横
超
）

こ

そ

が

「

他

力
」

（

「

如
来
」

す
る

本
願
・

誓
願
の

用
）

で

あ

る

と

示

す
の

で

あ
る

。

親
鸞
が

、

『

唯

信
鈔
文
意
』

（
七
〇

七

頁）

に

も

語
る

よ

う
に

、

か

か

る

「

自

力
（
信
罪
福
心）
」

の

否
定
　
　
「

自

力
の

こ

こ

ろ

を
す
つ

と
い

ふ

は
、

や
う
や

う
さ

ま

ざ

ま
の

大
小
の

聖

人
・

善

悪
の

凡
夫
の

、

み
つ

か

ら
が
身
を
よ

し

と

お

も
ふ

こ

こ

ろ

を

す
て
、

身

を
た

の

ま

ず
、

あ

し

き
こ

こ

ろ

を
か

へ

り
み

ず
」

　
　
、

す
な

わ

ち

「

実
体
的
業

報
思
想
・

因
果

説
」

な
る

「

戯

論
」

の

執
わ

れ

か

ら
の

解

放
・

超
克
こ

そ
が

、

「

無

碍
光
仏
の

不
可
思

議
の

本
願

、

広

大
智
慧
の

名
号
を

信
楽
す
れ

ば
、

煩
悩
を
具
足
し

な
が

ら

無
上

大
浬
槃
に
い

た

る

な

り
」

と

説

示
さ

れ

る

「

凡
夫
入

報
」

の

「

横
超
他

力
の

道
理
」

（

不

断
煩

悩
得
涅
槃
・

煩
悩
即
菩
提
・

煩
悩
菩
提
体
無
二

・

生

死
即
涅
槃）

で

あ

る

こ

と

を

親
鸞
は

主

張
し

よ

う
と

す
る

の

で

あ
る

。

四

親
鸞
の

い

う
「

自
力
」

義
と

す
」

の

解
釈

概
念

か

ら

み
る

「

義
な

き
を

　
従
来
い

わ

れ

る

〈

他
力
＞

11

「

主

体
的
行
為
性
（

三

業）

と
い

う
〈

自

力
〉

の

否
定
」

と

す
る

見
解
は

、

往
々

に

し
て

、

親
鸞
が
諸
処
に

示
す

　
　

　
親
鸞
の

い

う
「

自
力
」

と

は

（

渡
　
邊
）

「

他
力
に

は

義

な
き
を

義
と

す
」

と

の

説
示
内

容
に

通
じ

る

も
の

で

あ

る

と

理
解
さ
れ
て

き

た
。

す
な

わ

ち
、

一

般

社
会
に
い

う
自
ら
の

「

主

体
的

努

力
・

行

為
（

三

業
）

」

を

も
［

自
力
］

11

「

義
」

と

見

な

し
、

こ

れ

を
一

切
う
ち
捨
て

否
定
す
る
こ

と

が

「

義
な

き

を

義
と

す
」

の

意

で

あ
る

と
。

け
れ

ど

も
、

こ

れ

ま
で

の

考
察
の

よ

う
に

、

「

信
罪
福
心
」

11

「

実
体
的
業
報
論
・

因
果
論
へ

の

執
心
」

を

「

自
力
」

概
念
の

基
底

と

見
る

な

ら
ば

、

「

他
力
に

は

義
な
き
を

義
と

す
」

と

の

文
言
理

解
に

つ

い

て

も
再
検
討
さ

れ

な

け
れ

ば

な

ら

な
い

で

あ

ろ

う
。

　

親
鸞
は

、

「

信
罪
福
心
」

を

基
底
と

す
る

「

自

力
」

を
「

わ

が

は

か

ら
ひ
・

行
者
の

は

か

ら

ひ
」

と

示
し

「

行
者
の

は

か

ら

ひ

は

自
力
な

れ

ば

義
と

い

ふ

な
り

」

（

『

御
消
息
』

七

四

六
頁
）

と
、

あ
る
い

は

「

義
と

申

す
こ

と

は
、

自
力
の

ひ

と
の

は

か
ら
い

を
申
す
な

り
」

（

『

御
消
息
』

七
七
六

頁）

と

も

語
る

。

つ

ま

り
「

義
な
き
を

義
と

す
」

は
、

「

信
罪

福
心
に

よ

る

業
報
思
想
へ

の

と

ら

わ

れ
11

自
力
の

執
心
11

自
力
の

ひ

と
の

は

か

ら
い
」

で

あ
る

と
こ

ろ

の

「

義
」

、

“

そ
の

「

義
」

な

き

（

否
定
・

超
克
）

を
「

義
と

す
」

”

　
　

「

他
力
」

の

道
理
・

法

則
（

六

八
五

頁
）

の

信
知

11

「

難
思

議
往
生
」

（
六

二

九
頁）

i
と

了
解
さ

れ

る
べ

き
で

あ
ろ

う

と

考
え
る

。

ゆ

え
に

親
鸞
は
『

尊

号
真
像
銘

文
』

（

六

七
三

頁
）

に

は
「

実

体
的

業
報
輪
廻
思

想
」

（
「

五

悪

趣
」

）

へ

の

自

力
執
心

を

「

截
る
」

こ

と

を
「

即
横
超
」

と

語
り

、

こ

の

「

（

横
超
）

他
力
の

道
理
・

法
則
」

を
、

ま

た

「

義
な
き
を

義
と

す
」

と

説
示
す
る

の

で

あ
る

。

五
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親
鸞
の

い

う
「

自
力
」

と
は

（
渡

　
邊
）

結
　
論

　

近

年
、

本
願
寺
派
教
団

内
で

も
、

［

自
力
］

11

［

主

体
的

行
為
性
（一、
一

業
）

・

主

体
的

努
力

、

そ
れ

に
連

な
る

社
会

性
・

社
会

的
行
為

性
］

の

否
定
こ

そ
が

［

他
力
］

で

あ
る

と

す
る

声
を
聞
く

。

け
れ

ど

も
、

こ

れ

ま
で

の

考

察
か

ら

も
、

親

鸞
浄
土

教
に

お
い

て

「

自
力
」

を

単
純
に

［

自
分
の

力
（
行
為）
・

主

体
的

努
力
］

と

文

字
面
だ

け
で

了
解
し

、

故

に

「

他
力
」

の

法
門
は

［

自
分
で

は

何
も
や

ら

な
い

こ

と
・

主

体
的

行

為
性
（

三

業）

の

否
定
］

等
で

あ
る

と

結

論
付
け
る

こ

と

に

は

甚
だ

疑

　
　

　
（

6）

問
が

残
る

。

も
し

、

こ

の

よ

う
な
結
論
の

み

を
一

般
社
会
に

教
化
し

て

い

く
の

で

あ
れ

ば
、

世
俗
に

い

う
「

他
力
本
願
」

理

解
は

「

誤
解
」

で

は

な
く

、

か

え
っ

て

至
極
当
然
の

帰
結
で

あ
ろ

う
と

も
い

え
よ

う
。

　

私
た

ち
真
宗
者
は

、

自
身
の

「

信
罪
福
心
」

を

基

底
と

し
た

親
鸞
独

自
の

「

自

力
」

概

念
を

ふ

ま

え

た

上

で
、

「

自
力
・

他
力
」

の

教

学
的

理

解
、

お

よ
び

社

会
一

般
に

い

わ

れ

る

「

他

力
（
本
願）
」

の

誤
解
の

実

状
と
い

う
問
題
を

、

A

二

度
、

新
た

に

捉
え

直
さ

な

け
れ

ば
な

ら
な
い

と

考
え
る

。

1
　
桐
渓
順

忍
『

講

座

真
宗
の

安
心

論
題
』

（
教

育
新
潮
社、

一

九

八

三
）

　
二

八

頁
。

2
　
引
用

文
の

頁
数
は
、

す
べ

て

『
浄
土

真
宗
聖

典
（
註
釈
版
）

』

（
本
願

寺

　

出

版
社

、

　一

九
八

八
V

に

よ
る

。

3
　

梯
實
圓
『

顕
浄
上

方
便
化
身
土

文
類
講
讃
』

（
永
田

文
昌
堂

、

二

〇
一

〇
）

亠

ノ 丶

　

三

八

頁、

同
「

教
行

信
証
の

宗
教
構
造
』

（

法
蔵
館、

二

〇
〇
一
）

五

六

　

頁
、

紅
楳
英
顕
「

親

鸞
に
お

け
る
念

仏
の

真
仮
に

つ

い

て
」

（

『

印
度
学
仏

　

教
学
研
究
』

五

八

−
一
、

二

〇

〇
九
）

を

参
照

。

4
　
な

お、

親
鸞
は

「

信
罪
福
心
」

11

「

自
力
」

と
の

解
釈
を

前
提
に
、

「

善

　

本
徳
本
」

を

自
身
の

業
報
的
な
「

実
有
」

な
る

「

善
業
」

と

し
て
で

は

な

　

く
、

「

善

本
11

如
来
の

嘉
名
・

徳
本
11

如
来
の

徳
号
」

と
い

う
「

如
来
の

　

用
」

（
他
力）

と

し

て

再
解

釈
し

、

そ
の

内
実
を

「

至

徳
成
満
し

衆
禍
み

　

な

転
ず
」

（

三

九

九

頁）

と

明
示

す
る

。

5

「

弥

陀
如
来

は

如
よ

り

来
生

し
て
、

報
・

応
・

化
、

種
々

の

身
を

示
し

　

現
じ

た

ま
ふ

な

り
。

」

（

「

証
巻
」

三

〇

七
頁
）

6
　
本
願
寺
派
の

本
来
の

伝
統
宗
学
に

お

い

て

は
、

「

信
後
の

報
恩
行
」

と

　

し
て

の

「

主

体
的

行

為
性
（

三

業
）
」

や
社

会
生

活
へ

の

「

実
践
」

が

明

　

確
に

主
張
さ

れ
て

い

る
。

詳
細
は

普
賢
大
円
『

真
宗
教

学
の

諸
問
題
』

（

百

　

華
苑、

一

九
六
四
）

、

同
『

真
宗
教
学
の

発
達
』

（

永
田
文

昌
堂、
一

九

六
三
∀

　

を

参
照

。

〈
キ
ー

ワ

ー

ド
〉

　
親

鸞、

自
力、

信
罪
福
心

、

業
報

、

他
力
本
願

　
　
（

武
蔵
野
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
研

究
員）
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